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1. はじめに  

1-1. 研究の背景と目的 

ストック活用時代に向け、国土交通省は住生活基本法に基づき生

活基本計画を立て、(1)高齢化問題 (2)空き家問題 (3)地域のコミュ
ニティの希薄化による居住環境の質の低下 (4)地域の活性化 (5)ス
トック活用型市場への転換の遅れ (6)マンションの老朽化・空き家
問の増加により、防災・治安・衛生面等での課題が顕在化する恐れ、

を挙げている。以上の課題に対し、①居住者、②住居ストック、③

産業・地域、の視点から８目標を設定している。特に視点②におい

て、「建て替えやリフォームによる安全で質の高い住宅ストックへの

更新」及び「急増する空き家の活用・除去の推進」を目標とし、地

方圏においては特に空き家の増加が著しい為、対策を総合的に推進

し、地方創生に貢献すると記述がある。ストック活用において、「住

宅地の魅力の維持・向上」という目標に加え、リノベーションによ

って魅力的なまちづくりが可能になる 1)という研究があることから

も、エリアリノベーションが地方創生の有効な手段であることは明

らになった。しかし、地域ごとに異なった取り巻く環境や課題、今

後の展望を踏まえ、陳腐化してきたカフェ、交流の場、食文化発信

などの手法に代わって、対象となる地域に適切なまちづくり・地方

創生手法を丁寧に推察する必要がある。この研究は、殊に城下町都

市という魅力資源ある山形市において、エリアリノベーションが少

しずつ始まっている事に着目し、その現状をまとめ特性や有効性を

抽出することで山形市の実態を把握する点に資料的価値があり、更

なる持続可能都市に向けて、関係人口の新たな視点から山形創生を

促す設計提案を行うことに意義がある。またこの設計提案が、日本

各地において今後の地域特有な問題解決を図る地方創生の一助とな

るよう提起することが目的である 
 

1-2. 用語の定義  

1-2-1. 関係人口 

	 人口減少、高齢化、出生率の減少、晩婚化、進学・就職等による

若年層の流出は、過疎化の一途をたどる地方都市において特に深刻

である。そこで注目されているのが、観光以上移住未満の第三の人

口と呼ばれる「関係人口」である。関係人口は「地域に関わってく

れる人口」の事で、「定住人口」でも「交流人口」でもない、頻繁

に通わなくても何らかの形でその地域を応援してくれるような人達

のことである。図 1や図２に示すように関与と関心が高くなるほど
移住・定住に近づく人々の事であるが、そのような人のことを「人

	 衰退する地方都市の人口流出や後継者不足などに歯止めをかけるべく、ストック活用時代に向け、地域ごとに異なった取り巻く環境や課題

を踏まえ、対象となる地域に適切な地方創生手法が必要となる。この研究は、殊に城下町都市という魅力資源ある山形市の特性を生かし、関

係人口の新たな視点と鍛冶町周辺の敷地調査の分析を元に、地方創生を促すまちづくりを進める多拠点居住者たちの1拠点及びこどもたちの
サードプレイスを提案する。調査スケッチと抽出した要素や構成、その効果の分析から、城下町の現代性によって、空間要素が「建築内外を

どのようにつなぐか」という視点で「内部の行為を表出する」操作、「双方向な境界を柔らかくつなぐ」操作、「外からの行為を引き込む」操

作に分類できることが分かった。これらデザインコードを用いて、山形市宮町一丁目の敷地に拠点を提案することで、気軽に関係人口となる

人々が増え、この地域のファンとなった人々が自分のお店や仕事場としてその周りの遊休不動産へのエリアリノベーションを起こし、地方創

生へとつなげることが目的である。 
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口」と呼ぶことに違和感があり、また関係人口チャートの段階や定

義も改めて捉え直す必要がある。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 関係人口図 2)  
 
 
 
 
 
 
 

図 2 関係人口チャート 3) 

 
1-2-2. 城下町の現代性 

 参考文献 4)によれば、都市建設によって、地下水脈との関係は絶た

れて環境との共生の関係は失われてしまったが、単なる風景や美的

感性だけではなく、確実な環境共生技術の上に、様々な城下町の魅

力が体現されていた。これが城下町の構成の基本原理である。戦後、

観光資源としての城下町が注目され始めたが、これは極めて表面的

な関心にすぎなかった。1980年代から「まちづくり」の流れの中で、
歴史的都市の価値が世界的に再評価され、また「地方定住」が国土

計画の中でも位置付けられ、その拠点としての城下町都市が見直さ

れ始めた。封建的身分制度を基礎に、空間的な住み分けを計画的に

行っている身分制のゾーニングは、都市機能の合理的な配置を計画

的に実現するもので、多様な機能が集積する都市活動を支える手法

でもある。一方、中世後期から発達した自由な商業活動が、織豊系

城下町において楽市楽座の制度によって保証され、町人地である「ま

ちば」で自由闊達な都市文化が花開いた。商業・生産活動を担う町

人地、聖域であり緑地でもある寺社地、城郭を中心とした豊かな環

境に恵まれた武家の住宅地など、多様な環境要素と居住スタイルが

一元的に組み立てられていた城下町という装置が、多様性と地域の

固有性を重視する現代社会の中で、再び重要な意味を持つ。これを

「城下町の現代性」と呼ぶ。 
 
1-3. 研究の構成 

 「第 1 章	 はじめに」では、本研究の背景、目的と構成について

述べる。「第 2 章	 調査」では、山形市の抱える課題やリノベーショ

ンエリアの現状、鍛冶町周辺の敷地調査について述べる。「第 3 章	

分析」では、鍛冶町の調査から城下町の現代性が読み取れる空間要

素の抽出を行う。「第４章	 考察」では、城下町の現代性が読み取れ

る空間要素の抽出した結果から分かったことについて述べる。「第 5

章	 設計提案」では、抽出した設計手法を生かし、山形県山形市宮

町 1 丁目を敷地とし、関係人口の活動拠点の提案を行う(図 3)。	

 

                      ▼ 

                       ▼ 

                      ▼ 

                      ▼ 

                      ▼ 

図 3 研究構成 

 

2. 調査 

2-1. 山形市の抱える課題 

 山形市は約４００年前に造られた山形五堰（笹堰、七日町御殿堰、
八ヶ郷堰、宮町堰、双月堰）を中心とした全長約１１５km の農業

用水路が市街地を網の目のように流れる。しかし親水空間として整

備された七日町御殿堰以外、埋め立てられたり、コンクリート水路

に改修されたりしたため、現在も魅力的な親水空間であるとは言え

ない。また、中心市街地だけでも 150軒の蔵があると言われている
が、活用されているのは僅か 1割に満たない。加えて自動車保有台
数は 1.5 台／世帯であり、半年程暖房を使用することもある為、一
人あたりのエネルギー使用量が都心に比べ高い。 
 また、これらの現状を踏まえ、山形市役所の山形市企画調整課、山
形ブランド推進課、農村整備課、都市政策課、管理住宅課へ現在の

山形市の抱える課題に対する今後の対策、ストック状況の把握状況

について伺った。街なか居住を推進し、現在市街地再開発事業によ

り店舗を併設したマンション（分譲住宅 144戸）の整備が民間施行
で進められており、平成 32 年秋の完成を目指し、市としても当該
事業を支援していく事、また中心市街地の将来像（グランドデザイ

ン）を今年度中に策定する予定で、そのグランドデザインの中でエ

リアごとの特性に応じたゾーン（居住推進、観光強化推進等）を示

し、民間投資を促す予定であることが分かった。 
 
2-2．リノベーションエリアの現状 

 山形市内のリノベーションエリアとして注目されているのが七日
町の旭銀座のれん会、通称シネマ通りである。かつて映画館が立ち

並んでいた為に付いた名であるが、今は１つも映画館はない。この

地域を中心にリノベーションされている物件を表 1 に示す。BOTA 
coffee を皮切りに若い人々が中心になって、リノベーションにより
街を活気づけ、その連鎖が広がっている。シネマ通りでのマルシェ

地域との関わりへの想い 

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り 

強 

強 弱 

ほとんど関わりがない者  

何らかの関わりがある者  
（過去の勤務や居住、滞在等）  

行き来する者「風の人」  地域内にルーツがある者  
（近居）  

地域内にルーツがある者  
（遠居）  

定住人口  関係人口  交流人口  

より多様な人材が地域づくりに参画  

興味を
持つ

愛着を
持つ

通う
交流する

拠点を
持つ

関係人口  
階段を上るごとに、  

関心・関与の度合いが増える  

移住・定住  
階段を支え、サポートする  

第 1章	 はじめに	 研究の背景と目的 

第 2章	 調査	 	   山形市の抱える課題と現状、鍛冶町周辺の調査 

第 3章	 分析	 	   城下町の現代性が読みとれる空間要素の抽出 

第 4章	 考察	 	   分析から分かった事 

第 5章	 設計提案	 考察結果を元に設計提案を行う 

第 6章	 おわりに 
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やビエンナーレなどでの空間の活用も順次行われ、県外からも来客

があり、明らかに点が面的な波及効果を生んでいる。しかし、大人

が中心になってこの活動が支持されている事もあり、ショップで販 
売されているものやコンセプトが大人向けの高級品が多く、落ち着

いたエリアと言える。普段の暮らしに溶け込むような、子供や学生

が滞在できる場所としては敷居が高い。そのことによって、せっか

く伝統文化を伝える拠点も今後の山形を担う若者が寄りつかなけれ

ば、進学や就職を機に流出するという問題は解決できない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-3．鍛冶町周辺調査 

 鍛冶町周辺の城下町の現代性が読み取れそうな空間要素を抽出す

る為、鍛冶町を調査し、面白いと思った風景や素材を集め、特徴的

なものをスケッチにした例を図 4 に示す。スケッチは全部で 40 枚
である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 研究調査スケッチ 
 
3．分析 

 鍛冶町周辺の調査で得られた 40 枚のスケッチから城下町の現代
性と捉えられそうな要素を「空間構成」部門と「素材系」部門に分

け、その「構成」と「効果」を分析し、カード化した。「効果」には

水害防止などの「機能的」効果と城下町らしさなどを感じる「心理

的」効果がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 デザインコード 
 
4．考察 

	 調査スケッチと抽出した要素や構成、その効果の分析から、城下

町の現代性によって、空間要素が「建築内外をどのようにつなぐか」

という視点で以下 3つに分類できることが分かった。１つ目は「内
部の行為を表出する」操作、２つ目は「双方向な境界を柔らかくつ

なぐ」操作、３つ目は「外からの行為を引き込む」操作である。 
 

表 1 シネマ通りを中心としたリノベーション状況 

【鍛冶町周辺調査スケッチから抽出した空間要素】
《スケッチ 1　城下町らしさと鉄工所らしさのある風景》

《要素》

サビのある鉄格子やトタン壁、シミが
できた継ぎ接ぎの板材で構成されてい
る門に、立派な松ノ木や流れる堰、煙
突などが、歴史や風情を感じられ、城
下町らしさと鉄工所らしさを兼ね備え
た景色であると捉えた。木材のシミは
主に降雪のせいだと思われる。堰には
入れないようになっているのが、残念
である。

〈空間構成〉

《構成》

トタン

木

土
石垣
土手 堰

石橋 飛石

流れる堰・石橋
木の門・囲い

〈素材系〉
傷んだトタン    継ぎ接ぎの板材
リブ状の壁       土壁
シミ                 家型の塀上
松                    格子の飾り
飛石                 礎石造
錆びた手すり

《効果》

城下町らしさ

鉄工所らしさ

〈機能的〉

〈心理的〉

雪・寒冷対策

【鍛冶町周辺調査スケッチから抽出した空間要素】
《スケッチ 2　石垣の上に建つ住宅》

《要素》

山形市立第三小学校のグラウ
ンド内から見た住宅。土壁や
木のルーバーのようなもので
囲われた外壁などの特徴を持
ち、地下水脈や近くに堰が通
ることから、地盤をあげる為
と思われる小高くした石垣の
上に建ち、現代的な洋風の住
宅との対比が更に城下町らし
い住宅を際立たせている。

〈空間構成〉
小高い石垣
木の門・囲い

〈素材系〉
土壁
シミ

《構成》

積層

基壇

《効果》

城下町らしさ

鉄工所らしさ

〈機能的〉

〈心理的〉

雪・寒冷対策

コミュニティ形成門
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4-1．内部の行為を表出する 

 １つ目の「内部の行為を表出する」操作は、透明な建具や多様な素
材のコラージュ、リブトタンなどの工業的な素材のファサードによ

って背後の機能を推察する事が出来る。また外部へ向かってテラス

や庇をつける操作も行為を表出する役割がある。 
 
4-2．双方向な境界を柔らかくつなぐ 

２つ目の「双方向な境界を柔らかくつなぐ」操作は、ガラス戸や壁

などに掲示された情報提供や道路沿いに一列に置かれた鉢植えや

「鉢植ベンチ」によって、内部の人と外部の人が間接的に交流を持つ

ような操作である。また、プライベート空間とパブリック空間の狭

間に小さいコミュニティスペースが出来ることで、双方の空間が曖

昧になり、大々的に開かれた空間よりも心地よさを感じるコミュニ

ティスペースを作る事ができる。 
 
4-3．外からの行為を引き込む 

	 ３つ目の「外からの行為を引き込む」操作は、ちらっと見える庭

園や植栽、エントランスなどが覗いてみたくなるような、または行

ってみたくなるような誘発性を持ち、石畳やトンネルアプローチな

どによって経路が示され、目的地を目指す人にとって、プライバシ

ーが保たれつつ、導かれるような役割がある。 
 
5．設計提案 

	 敷地は第三小学校東側の銅町と宮町付近で、かつて鍛冶町と呼ば

れ、鐵工所が多く栄えていた現在準工業地域に指定されている地域

である。鉄工所の多くは空き店舗となり、空き地や駐車場など、遊

休不動産及び敷地が多い地域である。中心市街地から少し離れた場

所だからこそ出来る蔵などの遊休不動産の活用提案を含め、地方都

市山形が今後活性化する為に、ライフスタイルのブランド化 5)を目

指し、多拠点居住及び新たな地方都市ライフスタイルとして農と工

のある暮らしを提案する。 

 
5-１．用語の定義 

5-１−１．BOOSTER 

	 関係人口となり、特定の地域に貢献し、その地域のファンであ

りながらサポーターであるような存在の人達のことを「BOOSTER」
と定義する。図 3 のように、階段を上がるごとに BOOSTER レベ
ルが上がり、関心・関与の度合いが増える。また滞在する期間が長

くなるか、または頻度が増える。その地域を大学進学や仕事の場所

として、または観光や文化、ライフスタイルなどに興味を持った段

階で、既に BOOSTERとなる。リピーターとなることでレベルが 2
に上がり、ホステルやゲストハウスなどの宿泊施設や体験施設など

が求められる。BOOSTERレベルが 3になるとその地域に愛着も持
ち、2拠点居住が始まる。拠点が始まるのに際し、働く場所や学舎、
生活の場が必要になる。しかし常に滞在し続けるわけではないので、

シェアハウスやシェアオフィスなど人とシェアする割合が高くなる。

２拠点に限らず、あらゆる地域で生活が始まる人もいる。BOOSTER
レベル 4では、多拠点居住の経験を生かし、その暮らしぶりを発信
し、地域とのコミュニケーションを密に図るなど、主体的に行動し

始める。自分の作業場や情報提供スペースなど、みんなの空間の中

の自分の空間や時間が増える。地域へのゲストでありつつ、ホスト

である存在。BOOSTERレベル 5では、自分自身が拠点となり、ホ
スト側の要素が強くなる。 

 
表 2 デザインコード一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3  BOOSTER CHART 

5-1-2．こどもホテル 

	 近年貧困層の子供を対象として、「こども食堂」が地域住民や自治

体が主体となって地域の子どもたちに無料または低料金で食事を提
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供する事業であるとともに、地域の人々をつなぐ地域交流拠点とし

ての役割も期待されている。2018年 4月現在で、全国約 2300か所
で開催されている。６）しかし、食事を終えた子供達は自宅に帰らな

ければいけない。「こどもホテル」は、貧困や虐待、家族内トラブル

など様々な理由で家に帰れない、または帰りたくない子供達が駆け

込める宿泊施設と定義する。 
 
5-2．計画敷地概要 

	 山形県山形市宮町一丁目に BOOSTER’s拠点とこどもホテルを計
画する。表 3に敷地の概要を、図 4に敷地現状をまとめる。この敷
地は、第三小学校近くの住宅地内であり、敷地に接する前面道路が

なく、主要道路から袋小路のような道を入って行った所にある。現

在は、ビニールハウスが置かれ、畑として利用されている所もある

が、ほぼ野放しの未活用地である。周辺には、寺社仏閣、三の丸堀、

堰が流れ、現在でも鉄工所が残り、城下町らしさと鍛冶町らしさが

共存する場所である。 
 

表 3 敷地概要 

所在地 山形県山形市宮町一丁目 

用途地域 準工業地域(都市計画区域内、市街
化区域) 

建蔽率 60% 

容積率 200% 
敷地面積 約 7000m2 

斜線制限(m) 前面道路：1.5  隣地：31m +2.5 
防火・準防火地域 準防火地域 

高度地区 第 2種高度地区	 高さ制限 20m 
特別用途地区 大規模集客施設制限地区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 敷地図 

 
5-3．プログラム 

 調査結果と考察を踏まえ、プログラムを以下のように設定する（表

4）。また、滞在する BOOSTER やこどもの違いによって必要となる宿

泊施設の機能が異なってくる（表 5）。敷地の特徴である、城下町ら

しさや鍛冶町らしさ、また現状の農的要素を継承するために、ワー

クスペースや菜園スペースと販売スペースを設け、子供や BOOSTER

が作製したプロダクトを提供し、各々の生活に溶け込む仕組みを作

る。子供は、自分が作ったものがどのように日常に使われ、どのよ

うな評価を受けるのか、身を以て体験でき、自分の好きな事を見つ

け、実践する事ができる。また、運営に携わる設計事務所を

BOOSTER’s 拠点にプログラムし(図 5)、まち全体としてライフスタ

イルのブランド化、及び持続可能都市を目指す（図 5）。	

	

表 4 プログラム 

 

表 5 滞在者の違いによる宿泊施設に必要な機能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 ライフスタイルのブランド化及び持続可能都市の仕組み 

 
	 BOOSTER’s 拠点の運営は BOOSTER Lv.5 の代表者が中心とな
り、こどもホテルなどの運営は BOOSTER たちが手伝いながら、
BOOSTER 拠点に事務所を持つ建築家が子供達のサードプレイス
や BOOSTER’s拠点でのイベント営業やプロダクト収益金の一部な
どで運営する（図 7 ）。 
 

BOOSTER's 拠点 宿泊、食堂、温泉、ワークスペース、アト

リエ、菜園・ガーデニングスペース、展示・

販売スペース 
こどもホテル 宿泊、食堂、温泉、アトリエ、プレイルー

ム、相談室、勉強スペース、菜園スペース 

敷地

N
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 6 

 
 

図 7 運営の仕組み 

 

5-4. 設計提案 
5-4-1. コンセプト ゆるやかに繋ぐかまくら 
	 雪国では冬季が長く、外で活動できる時間が限られてしまうため、

半戸外の空間で、外部と内部の境界を柔らかく繋ぎ、かまくらのよ

うな温かな施設を提案する。 
 
5-4-2. 配置計画 
	 配置計画のプロセスについては図 8 にまとめる。4.で述べたデザ
インコード用い、機能の配置やボリュームなどを決めていく。 
 
1. 公共性	                   2. 周辺建物から建物の振れ方向 
 
 
 
 
 
 
3. 周辺建物からボリューム決定	 4.機能の挿入 
 
 
 
 
 
 
5. 半戸外でつなぐ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.デザインコードの挿入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5-4-3. 暮らしかたイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 模型写真 
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